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1 財政状況

　本市の一般会計における決算（歳出）は、図１－１に示すとおり、平成３０年度が５４２億円と
なっており、平成２０年度以降では、各年、同規模程度で推移しています。
　一方、除雪費は、この一般会計に含まれており、平成３０年度が約１４．７億円であり、一般会計
の約２．７％を占め、その占める割合は平成２０年度の約１．７倍となっています。
（図１－２参照）
　次に、本市の経常収支比率に注目しますと、図１－３のとおり、毎年度９０％を超える状況であ
り、政策的な事業に使える財源が少なく、非常に硬直した財政構造となっています。
　また、図１－４に示すとおり、道内主要都市１０市の中で比較すると、経常収支比率が１番高い数
値となっています。
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◆図１－１

◆図１－２

◆図１－３

◆図１－４



2 人口の推移

　本市の人口は、平成３１年３月末現在、約１１万６千人となり、この１０年間で約２万人が減少し
ています。
　また、高齢化率は、平成３０年度に４０．１％となっています。
　人口の減少と高齢化の進行は、図２－２に示すとおり、今後も続くものと推計されています。
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◆図２－１

◆図２－２



3 気象状況
① 降雪量

　過去３０年（H元～H３０）における「降雪量の推移」は、図３－１のとおりであり、平均降雪量が
５９7㎝となっています。
　この数年（Ｈ2６～）は、降雪量が平均値を下回る状況が続いています。
　また、図３－２の降雪量の度数分布に注目すると、５００㎝～６００㎝の頻度が多い状況となって
います。
　平成２１年度からの「月別の降雪量」と「５㎝以上の降雪日数の推移」を、表３－１、表３－２に
示します。
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◆図３－１

（参考）

※建設部資料から作成◆図３－２

（参考）

◆表３－１

◆表３－２ ※建設部資料から作成

※建設部資料から作成



② 積雪状況
　平成２０年度からの「積雪の状況」を表３－３表に示します。
　11月上旬には積雪状態を観測することがありますので、除雪体制を準備する必要があります。
　各年の最深積雪深は、概ね９０㎝～150㎝で推移しており、３月３１日時点において、積雪状態を
観測していることもありますが、４月中旬までには積雪ゼロとなっています。
　日々の積雪深の合計が「累積積雪深」ですが、この数字が大きいと、雪が融けづらい気象状況であ
り、本市では、目安として、10,000㎝を超えると、除雪費が増える等、「雪の多い年」と考えてい
ます。
　「降雪量と累積積雪深の推移」は、図３－３のとおりとなっています。
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※気象庁データから作成

◆表３－３

◆図３－３

※気象庁データから作成

降雪量

累積積雪深

積雪状況



③ 気温
　冬期間における「月別気温の推移」は、表３－４のとおりとなっています。
　最低気温は約ー１０℃前後となっており、北海道の中では、比較的温暖な気候といえます。
　厳冬期(１月～２月）に、プラス気温になることもあり、昼間、道路がザクザク状態になったり、夜
間には凍結状態となるため、路面状況の変化には注意が必要です。
　冬日、真冬日の推移は、表３－５のとおりとなっています。
　冬日は、約１２０日程度で推移しており、１２月～３月中旬までは、1日の最低気温が０℃を下回っ
ている日がほとんどです。
　また、１日の最高気温が０℃を下回っている真冬日は、冬期間、約５０日程度で推移しています。
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真冬日：一日の最高気温が０℃未満の日

※気象庁データから作成

冬日：一日の最低気温が０℃未満の日

◆表３－４

※気象庁データから作成

月別気温の推移（Ｈ20～Ｈ30）

◆表３－５



4 「市民の声」

① 「市民の声」件数の推移
　市民の皆さんからの除排雪に対する要望、苦情等を「市民の声」として取りまとめています。
　表４－１に示すとおり、「市民の声」を１３項目に分類しています。
　平成２１年度からの「市民の声」件数は、表４－２、図４－１に示すとおりとなっています。
　また、図４－２に累積積雪深と「市民の声」件数を表示しています。
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「市民の声」の分類◆表４－１

◆表４－２

※除雪依頼等：項目１，２（除雪依頼、除雪後苦情）件数

排雪依頼等：項目３，４（排雪依頼、排雪後苦情）件数

その他 ：項目５～項目１３件数
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◆図４－１
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◆図４－２

累積積雪深 「市民の声」件数

※参考



② 年度別の「市民の声」
　平成２７年度から平成３０年度までの「市民の声」について、除雪ステーション別の内訳、件数比
率、道路種別（幹線、補助幹線、生活道路）の件数を次の（ⅰ）～（ⅵ）に示します。

（ⅰ）平成２７年度「市民の声」
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◆表４－２７－１

◆図４－２７ 件数比率

◆表４－２７－２



（ⅱ）平成２８年度「市民の声」

ー　９　－

◆表４－２８－１

◆図４－２８ 件数比率

◆表４－２８－２



（ⅲ）平成２９年度「市民の声」

ー　１０　－

◆表４－２９－１

◆図４－２９ 件数比率

◆表４－２９－２



（ⅳ）平成３０年度「市民の声」
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◆表４－３０－１

◆図４－３０ 件数比率

◆表４－３０－２



（ⅴ）除雪ステーション別「市民の声」（H27～H30）
　「市民の声」について、年度ごとに、除雪ステーション別の分類項目１～１３の件数状況を下図に
示します。
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（ⅵ）道路種別「市民の声」（H27～H30）
　「市民の声」について、年度ごとに、道路種別の分類項目１～１３の件数状況を下図に示します。

ー　１３　－



問い合わせ先

　　〒048-2672　小樽市塩谷２丁目１０番５号

　　　　　　　　　　　建設部　建設事業室　　雪対策計画担当

　　　　　　　　　　　TEL0134-26-0205　FAX0134-26-4469

　　　　　　　　　　　E-mail　kensetu-jigyo@city.otaru.lg.jp


